
地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

もっともっと輝きたい！「新未来」女性応援プログラム【徳島県】

目的・目標

事業の特徴

「女性の会社役員・管理的公務員等の割合」「審議会等への女性委員の割合」
「防災会議における女性委員の割合」「女性社長率」「管理職等に占める女性割合」等
→全国トップクラスの指標（比較的女性の社会進出が進んでいる）

女性農業者数は、農業就業人口の約半数を占め、地域農業の振興や６次産業化展開に
おいて重要な役割

県内市町村における「男女共同参画基本計画の策定状況」「女性活躍推進法に基づく推
進計画の策定」が低い。推計県人口が19年連続で減少しているため、女性の活躍や子
育て・介護等と仕事との両立が可能となる環境づくりが不可欠
女性新規就農者を確保・定着のため、農業経営体の所得向上や活躍の場拡大が必要

※（）内は実績。＜＞内は目標。
研修等受講者数（396人）＜250人＞、受講者満足度（96%）〈90％〉フェス参加者数（328人）
＜500人＞、協力企業数・大学数５団体（16団体）〈5団体〉、フェスティバル合計参加者数
（328人）＜500人＞、同男性参加者数（148人）〈200人〉女性の再就職講座受講生におけ
る就職率（7.1%）〈23%〉、輝く女性応援シンポジウム参加者満足度（66.7％）＜80％＞、テレ
ワーカー養成数（14名）〈10名〉、テレワークコーディネーター（9名）〈3名〉、ビジネス講座満
足度（91.7%）＜80%＞農業女性による新しいビジネスプラン構築数（13件）〈13件〉、女性農
業者フォーラム・研修会開催数（32回）〈30回〉

→一部規模縮小の影響を受けたがほぼ全ての項目において目標を達成

・人材発掘・育成と、啓発を中心に据え、幅広いダーゲット層を対象とした啓発や広報を
行うとともに、少人数に対し集中的な育成を行うことによる、実践的な講座開催を実施
・労働団体等と連携した、女性の再就職講座の開催
・女性活躍を推進するため、県内の各団体と連携したシンポジウムの開催
・全国屈指のブロードバンド環境を生かしたテレワーカー及びテレワークコーディネーター
の養成・スキルアップ研修の開催
・新たに管理職等を目指す女性を支援するため、実践的なビジネススキルや幅広い知識
を働きながら学べる講座の開催
・女性を取り巻く「次世代女性農業リーダー育成」・「新ビジネス支援」・「環境整備」の３つ
を柱として、農業女子会やスキルアップ研修会の開催、「新しい農業ビジネスモデル」の
構築を支援し、女性新規就農者の確保・定着を図った。

・女性活躍推進法協議会 ・関係市町村
・県内企業及び女性団体
・県内高等学校、大学等高等教育機関
・経済団体 ・子育て関係団体
・JA ・農業委員会
・働く女性応援ネットワーク会議
・テレワーク活用ネットワーク会議
・労働福祉団体 ・NPO法人等

・ 女性活躍推進法そのものの周知・広報

・ 幅広い年齢層・業種へのアプローチ
離職前の従業員に対するアプローチ
講座内容の充実及び他事業参加者とのつながり強化

・ より一層の産学官連携強化

女性があらゆる分野に参画しやすい環境整備が進み、講座・研修だけでなく、ネットワー
クの形成により女性ならではの悩みや情報共有を行うことで女性自身の経験やスキル
アップ効果により、徳島県全体の地域活性化にもつながっている。
・女性活躍推進法認知度６０％（目標）→現状値４９％ 認知度に一定の向上はみられた
ものの、法そのものの内容についての広報が必要となる。

・再就職支援講座においては、受講生28名中2名が就職した
・各種目標を達成し、満足度の高い講座を実施したことで、仕事と家庭を両立できる柔軟
な働き方につながるなどの効果をあげた。
・次世代女性農業者の掘り起こしができ、ネットワーク化が図られたほか、異業種（企業
や大学、研究機関等）との連携により、女性 農業者の新しい農業ビジネスモデルの構
築や新アイデアの発掘、活躍の場の更なる拡大効果があった。



事業の概要

男女共同参画立県とくしまづくり表彰 ワークショップ型男性向けトークセッション

とくしまフューチャーアカデミーの様子

ともに輝くフェスティバル

○ともに輝くフェスティバルの開催
・女性リーダーをテーマとした講演

・県内の女性管理職・役員等による
パネルディスカッション等のシンポ
ジウムの開催

・男性の家庭生活における活躍を
テーマにしたセミナーにおいて、講
演とワークショップを開催

・男女共同参画立県とくしまづくり表
彰式の実施

○とくしまフューチャーアカデミー

・女性活躍に関する実践的な研修
等を一連の流れの中で実施

・キックオフセミナーにおいて、講演
パネルディスカッション、ワーク
ショップを実施

・研修において、それぞれグループ
ディスカッションを含めた内容で講
義を実施

・研修の成果を最終回において受
講者プレゼンテーションを実施し、
講評を受けた後、交流会において、
他業種や公務員等との交流を図る
ことで、今後の活躍に向けたつなが
りを強化



事業の概要

ＩＣＴウーマン養成事業

テレワーカーの養成

出産、子育て、介護等により離職した女性を
対象に、テレワークを実施する際に必要と
なる技能を身につけた人材「ＩＣＴウーマン」を
養成

テレワークコーディネーターの養成

テレワーカーが活躍できる仕事を
創出するため、企業等に業務の
切り出し提案やアウトソーシング
手法の紹介等を行うことができる
人材を養成

女性の「はたらく力」ステップアップ事業

現状・課題

◆少子高齢化による
労働力人口の減少

◆子育て、介護や病気療養を理由
とする離職によるキャリアの中断

働く阿波おんな１番ピン事業【徳島県】

・出産・育児等で離職した女性への再就職支援
・多様で柔軟な働き方が可能となる「テレワーカー」及び
「テレワークコーディネーター」の養成

・管理職等を目指す女性への支援

解決策

・ビジネスマナー、パソコンススキル等、再就職に直結
する講座の開催及び就労支援
・女性活躍を推進するための機運醸成としてシンポジウ
ムを開催し、県内の第一線で活躍する女性によるトーク
セッションを実施
・働く保護者の子育てを支援する
「ファミリ－・サポート・センター」の
利用を促すための広報を実施

ウーマンビジネススクール推進事業

・新たに管理職等を目指す女性を支援するため、
県内大学と連携し、実践的なビジネス
スキルや、幅広い知識を働きながら
学べる講座を実施



事業の概要

大学生や研究機関、企業との連携による商品開発や
交流会、意見交換会などの開催

農産物加工品の食品表示法に関する研修会や、ＳＮＳを使
った情報発信技術の修得、ネットワークづくりを支援

新商品開発に向けた試作品づくり女性起業家等による活動事例発表会・フォーラム等の開催

新ビジネス支援環境整備・女性農業リーダー育成
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